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 今年度、稜南中学校は「生成ＡＩパイロ
ット校事業」及び「ＧＩＧＡスクールプロ
ジェクト」の研究指定校となっています。 
タブレット（学習用端末）などのＩＣＴ
（情報通信技術）機器を効果的に活用し、
子どもたちの学力向上と、我々指導者の
授業づくりの充実を目指した研究を進め
ているところです。 
 そこで、天草市から生徒一人一人に配
付されているタブレット端末を使った授
業や家庭学習等の実践を進めているとこ
ろです。この夏休みも家庭への持ち帰り
を実施いたします。 
 実は、これまで、そのタブレット端末の
「私的利用」や「不適切接続」があったの
で、全校集会を開き、適切な使用について
確認しました。タブレット端末は「天草市
が貸し出している」こと、「小中学生の学
力向上のためなら、ということで市民の
皆さんの税金で購入されている」ことを
伝えました。 
 不適切な使用がいけないことは知って
いたと思います。そんなつもりじゃなか
った人もいることとは思いますが、意図
的に不正接続を試みた生徒もいたようで
す。「分かっていたのにやってしまった」
という点についてもしっかり振り返って
ほしいですし、「理性を働かせられるよう
になってほしい」と思いました。 
 子供たちの中には、“自分専用のスマ
ホ”等を持っている生徒もいることと思
います。現代は、ＳＮＳに係る問題や事件
が多くなっています。自他の命や安全を
守るためにも、今後も情報モラル、ルール
の順守など、学校、家庭の両方で推進して
いければと思います。 
 元々は、ＩＣＴ機器や生成ＡＩは“生活
を便利にするため”のもののはずです。う
まく使えば、学力の向上につながります。
また、この情報社会を生き抜くうえでも、
これらの活用は避けて通れません。この
利点を最大限生かして、子供たちに学力、
そして「生きる力」を付けていきたいと思
います。 

  
 
 
 
 昨日（７月１６日）は、朝自習の時間に
天草おやじの会の皆様に読み聞かせをし
ていただ
きました。
なかよし
学級の２、
３、４組
は、一昨日
（１５日）に実施していただきました。 
 実施していただいている様子をうかが
いましたが、みんな引き付けられて、楽し
んでいる姿が見られました。 
 隊形や本の提示の仕方など、それぞれの
方々が工夫をされ、本選びをはじめ、しっ
かり用意をしてきていただいたことが伝
わりました。 
 情操教育の観点からも、読書推進の視点
からも、そして、「子供たちのために」と準
備やスケジュール調整をしていただいた
おやじの会の皆様の思いやりの心が伝わ
ることからも、この読み聞かせの価値は大
きいなと、改めて感じたところでした。 
 心から感謝申し上げます。 
 また、なかよし学級２、３、４組のみん
なは、亀川小学校の特別支援学級のみんな
に読み聞かせをしに行きました。一生懸命
練習して臨みました。練習通りできたと報
告を聞いてうれしく思いました。 
 
 
 
 もう３回実施しました。１回目は、私か
ら、「どんどん新しいアイデアを生かして
活動を活性化してほしい」ということを伝
えました。２回目、３回目は生徒会の本部
役員の生徒たちから、ランチミーティング
をしたい旨の要望を言ってきてくれまし
た。服装や頭髪のチェックをどうやるか、
髪型の基準を明確にしたいなど、自分たち
の手できちん
としたいとい
う思いを感じ
ました。この意
欲が大変うれ
しかったです。 

ビー・アール 



 


